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葺
骸
周
箏
の
謁
念
葉
べ
き
箏
に

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
制
施
行
三
十
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
て
、
私
は
、
次
の
五
つ

を
こ
れ
か
ら
の
市
づ
く
り
の
目
標
に

置
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
一
は
「
ひ
と
り
で
も
失
業
者
の

少
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　
き
も
の
産
業
首
都
を
目
指
し
、
基

幹
産
業
の
再
構
築
に
夢
を
賭
け
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
強
力
な
施
策
が
必

要
で
す
。
き
も
の
産
業
首
都
と
し
て

観
光
政
策
も
包
括
し
た
総
合
的
な
施

策
展
開
の
た
め
の
青
写
真
も
、
漸
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
勇
気
を
も
っ
て

具
体
化
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
単
一
産
業
を
補
完
し
、
新

し
い
雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
に
、

優
良
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
促
進
す

る
所
存
で
す
し
、
更
に
、
風
土
を
生

か
し
た
新
し
い
地
場
産
業
の
掘
り
起

こ
し
の
一
環
と
し
て
「
す
か
り
漬
」

を
発
表
い
た
し
ま
す
。

　
第
二
は
「
非
行
少
年
の
い
な
い
民

度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　
人
材
の
育
成
は
国
の
基
本
で
す
。

　
教
育
の
荒
廃
が
問
わ
れ
て
い
る
な

か
で
、
十
日
町
市
は
非
行
少
年
の
い

な
い
、
明
る
く
教
育
に
熱
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
第
三
は
「
い
き
が
い
を
満
た
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　
若
者
が
定
住
す
る
た
め
に
働
く
場

諸
　
里
　
　
正
　
典

　
が
必
要
な
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
同

　
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
な
ど

　
エ
キ
サ
イ
ト
の
空
間
や
、
こ
こ
ろ
と

身
体
を
安
ら
げ
る
空
間
が
大
切
で
す
。

　
　
今
年
は
待
望
の
体
育
館
も
完
成
し
、

　
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
や
花
と
緑
の
プ
ロ

　
ム
ナ
ー
ド
な
ど
の
整
備
に
も
力
を
入

　
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
第
四
は
「
水
資
源
を
取
り
戻
す
ま

　
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　
　
今
生
き
て
い
る
私
達
は
、
次
の
世

　
代
に
何
か
を
残
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
十
日
町
市
は
母
な
る
大
河
信
濃
川
が

　
市
内
を
貫
流
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

　
ら
ず
、
四
十
五
年
間
も
水
不
足
に
悩

　
み
、
一
滴
の
水
も
取
水
す
る
事
が
で

　
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
度
こ
そ
！

　
信
濃
川
か
ら
の
取
水
実
現
に
向
け
て

　
万
全
の
対
応
を
計
る
と
と
も
に
、
中

小
河
川
や
渓
流
か
ら
の
水
資
源
滴
養

と
多
目
的
利
用
を
真
剣
に
考
え
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
第
五
は
「
雪
に
克
ち
、
雪
と
調
和

し
、
雪
を
恵
み
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。
よ
う
や
く
国
で
も
、
雪
は
災

害
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
制
度

や
恩
恵
と
な
る
と
ま
だ
ま
だ
程
遠
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
今
、
国
で
は
第
四
次
全
国
総
合
開

発
計
画
の
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
国
策
の
根
幹
で
あ

る
四
全
総
の
中
に
、
ど
う
し
て
も
雪

の
問
題
を
加
え
、
明
記
さ
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
前
後
五
つ
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
多
く
の

困
難
が
予
想
さ
れ
、
一
朝
一
夕
に
実

現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

年
頭
に
当
り
、
想
い
も
新
た
に
、
勇

気
を
も
っ
て
ま
い
進
す
る
覚
悟
で
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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今年もガんぱります

広
報

　
　
協
力
員

　イラスト
鈴木　蘭さん

　
ん

　
さ

真
ニ

　
ニ
昌

写
｛

　
口

　
樋

　　写真
庭野泰明さん

　イラスト
福崎礼子さん

　l　！　　　　㌧

癒穆謄・緊懇翻1

　マンガ……十高漫画研究会

議議套の

轟讐き

五
十
七
年
度

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

～
第
四
回
定
例
会
～

　
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二

月
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
五
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
総
合
公
園
用

地
や
緑
道
用
地
と
し
て
の
「
土
地
の

買
入
れ
」
　
「
手
数
料
条
例
な
ど
の
一

部
改
正
」
　
「
昭
和
五
十
七
年
度
一
般

会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決
算
認
定
」

な
ど
議
案
三
十
九
件
、
請
願
六
件
、

陳
情
一
件
が
審
議
さ
れ
、
可
決
、
認

定
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
主
な
も
の

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
竹
内
茂
氏
（
内
後
）
の
推
薦
に
同

意o
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
の
選
任

　
山
田
熊
治
氏
（
貝
ノ
川
）
の
選
任

に
同
意

o
手
数
料
、
使
用
料
条
例
の
一
部
改

　
正

　
印
鑑
登
録
証
明
、
住
民
基
本
台
帳

住
民
票
、
納
税
証
明
書
な
ど
の
手
数

料
に
つ
い
て
、
用
紙
一
枚
に
つ
き
、

百
円
（
現
行
）
を
二
百
円
に
。
市
民

会
館
、
公
民
館
、
博
物
館
、
道
路
占

用
料
、
簡
易
水
道
、
上
下
水
道
な
ど

に
つ
い
て
も
使
用
料
を
改
正

o
市
長
選
挙
立
会
演
説
会
条
例
の
廃

　
止

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

立
会
演
説
会
規
定
の
削
除
に
伴
な
い
、

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

o
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
決
算
認
定

　
決
算
審
査
全
員
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
審
議
の
結
果
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
の
決
算
を
認
定

　
採
択
さ
れ
た
請
願

○
市
道
田
麦
二
号
線
道
路
改
良
工
事

に
関
す
る
請
願

o
中
条
地
区
公
民
館
新
座
分
館
改
築

に
関
す
る
請
願

o
新
座
保
育
園
改
築
に
関
す
る
請
願

o
市
道
山
本
一
号
線
の
一
部
並
び
に

山
本
十
三
号
線
の
無
雪
化
に
関
す
る

請
願

o
市
道
本
町
西
一
丁
目
二
号
線
の
一

部
側
溝
改
修
に
関
す
る
請
願

o
池
沢
部
落
簡
易
水
道
設
置
に
関
す

る
請
願

　
な
お
、
市
政
に
つ
い
て
の
一
般
質

問
は
、
佐
藤
利
雄
、
野
上
和
男
、
橋

本
貞
一
、
西
川
勝
雄
、
佐
藤
一
男
、

竹
内
真
、
村
山
隆
太
郎
、
三
輪
定
義
、

水
野
寛
男
、
小
林
辰
雄
、
半
間
正
の

各
氏
が
行
い
ま
し
た
。
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2月．

10譜10012（日）

第35回

　　雪まつり行事予定劃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
繕欝鍵難姻麗一鐵一…、難　鐵獺翻
叢講購灘麹織雛一蒙　　　脚常躰繍棄壷鱗護灘撫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1瀬磯馨鎌灘覇難欝灘購驚縄　・　轍鐘馨難灘鯵
灘灘麟鐵騨讐翻醸㈱灘灘撫冨撚麟1
鱗灘難購灘灘鰯難懸鰯　　 1

』
　 ，　　　1

　　　　　　　議灘灘難鞭灘　　磯翻糊
鱗薦鍵纒難叢懸耀暮懸　蟹．細
撒鑛鐘i叢雛翻騰鍛i灘鑛嚢　　　　　鴇　叢凝藻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
繊雛灘灘講灘鍵羅i雛懸i縫雛懸懸灘灘灘藩一
　　　　　　　　莚鰯醸鰻一纏曝1
灘鍵馨灘獲一難灘縷魏饗雛…灘醗嚢獲　　　　1

　　　　　　　　雛難雛難羅一嶽鍵翻
繊霧難蕪鷺．謙灘蕪螺凝㎜　　　　　　　i
　　　　　　韓践叢鑓逡鑑場灘一一《澱蒙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1
幾第鎌麟蘂犠雛擬震雛懸馨農

　　　縫麟羅纏籍懸螺霊欝墾躍蜘
　　　　　　　　　　　　　薫　　潔◎第鑛麟簾繋i．覇雛機蓬欝幾套鰭蒙

◎第歪雛到懸簿嚢攣難灘騰

　　　　　　鰯灘難畿館難一一蕪
◎繍諺國縛蕪雛職繭灘疑灘難灘
　　　　　蓑華霧隷欝驚難重・鑛，《

　雪国十日町の冬の最大イベント　　第35回雪まつりは、期間を一日延

長して2月10・11・12日に盛大に開催されます。世界一大きな雪の建造

物￥雪上舞台でのカーニバル．楽しいお祭り広場。各種行事など、雪国

に住む人の英知を集大成した爪白い愛の祭典w。冬の夜空に美しい花火

が打ち上がるのも￥もうすぐです。

雪・っ・関係連絡先に㍊灘1曇1縢灘即

　　　　　　　　　　　　　　　＝2月11日（±）農舞il醸姦撃．ジー

　雪まつりのメーンイベントー雪上カーニバルーは、例年どおり城ケ丘特設

ステージで2月11日に行われます。

〈カーニバル構成〉

日本の古来からの伝統をトータルイメージに、O大名行列O連獅子O殺陣田

村o花嫁衣裳などの構成の中で

　●たいまつ滑走●着物ショー●歌謡ショー●ダンスショー
　●紋紙焼納●雪上花火などが豪華絢欄に繰りひろげられます。

継

灘

簗I

　l

鞠

劃

〔雪上舞台〕

古城陸離（命名・諸里市長）

大阪城をモチーフにしたもの
（高さ22m、幅45m、奥行35m）

〔歌謡ショー出演歌手〕

●野口五郎
●三原順子
●風見慎吾
●大沢逸美

●竹本孝之
●スクールメイツ

総合司会駒形正明

　　　滝　真子

雪の芸術展参加作品＿申込締切1馴7日㈹

◆出品区分

①一般作品（A・B）②特別作品③学童作品（審査は①のみ）

◆審　　査

保存性を考慮しながら①着想②技術③努力の3点を審査

◆表　　彰

　市長賞・商工会議所会頭賞・織物工業協同組合理事長賞・農

　業協同組合長賞・市議会議長賞・ロータリークラブ賞・北ロ

　ータリークラブ賞・ライオンズクラブ賞・青年会議所理事長賞

　（以上トロフィー・賞金・額入写真）入選（賞金・額入写真）

〈特別表彰〉……5年表彰・10年表彰

◆締切・申込先…1月17日（殉までに雪まつ『）事務局へ

ミス雪まつり＿応募締切1月22日（日）

◆募集人員…ミス雪まつり3名

◆応募資格…市内在住または市内の事業所に勤務する18歳以

　　　　　上25歳以下の未婚の女性（ただし高校生は除く）

◆応募方法…便せんに住所・氏名（ふりがな）・生年月日・電

　　　　　話番号・職業・身長・体重を記入。全身写真（カ

　　　　　ラーG判サイズ）添付。自薦、他薦を問いません。

◆賞…十日町のきもの（振袖）、第36回さっぽろ雪まつりに招待

◆審査…1月29日（日）市民会館（公開審査は行いません）

◆応募・問い合わせ先…雪まつり事務局

雪綻髪雪の＋日馨譲㌣お，、．せ鵬．

長劉篇熱認『十日町カラオケ大会』開催

●日　時　2月12日（日）午後1時～3時（収録予定）

●会場雪まつりカーニバルステージ（城ケ丘）

●番組十日町放送局開局記念BSNラジオ特別番組『白い愛の
　　　　祭典十日町カラオケ大会』（全県放送30～60分）

●内　容　ペアによるカラオケ大会（男女でも、男男、女女でもよい）

●募集　1月10日頃からラジオ、テレビで募集。20組ペアで締切り

●応募先　雪まつり事務局、もしくはB　S　N新潟放送長岡支社ヘハ

　　　　ガキで申込みを。
●　賞　　トロフィー他豪華賞品（全員に参加賞）

テレビ放映（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　※日本テレビ系でテレビ新潟（TNN）2月18日午前9時から55分間　　　　全国放映

§昭和59華管交通安全ス日一ガン§

雛運転考痢縁一一一◆・運転は餓載潮、霞くぱ鞍思糖やη

鱒歩行嚢、鐵転簗殉勝一彪険懸奮、ぞの信藩の変わりばな

■峯供撰醜灘一◆一一伊一彊転箪も、乗れば華の仲聞入り

雛月中の交通事故発生状況

　　　　　　　　　（〉、57隼

1月の交通安全キャンベーン

市町村名 発生件数 死者数 傷者数

十日町市 11（11〉 1（O〉 10（13）

川　西町 2（1） O（0） 3（1〉

津南町 5（0） 0（0） 6（0）

中里村 O（O） O（O） O（0）

郡市計
17（12） 1（O） 19（14）

累　　計 188G60〉 9（4） 222q88）

～スリツプ事数に淺意もよう～

O雪道はスピードをひかえ

　　　　　　　安全速度で

○急舶速、減速は冠険です

　　　　　ブレーキに注意

●雪道のバイク利踊は自粛を

●雪道は車は急に止まれない

横断はよく見て無理しない

「「τ丁丁「一一
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　　　　　　　　　　　　　　　“日本一の豪雪地でもマラソン大会ができますw

l．　．欝漂欝繍欝議蓬難｝猫齢調
　　　　　　　　　　　　　　　総勢306人が参加して行われました。地元で作り　　・　駕　　鳶．．　轟　　　幾
　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　騨讐　『一’　，．騰育てていったこの大斜ユニーク鉱会wとし羅．・『’三　臼’・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　て・県内外から注目され始めているようで眺　’嚥，、、難，．弼一

　　　　　　　　譲旨．噸1ぼ幽幽一鯛
1
き

畷’1麺腰、

　　　　　　　藩離　　　鍵　馨㌧　　　転．　灘
　　　　　暴辮．・・　　　．『　　　　懇　　　　　’　　鷺響
▲沿道からの声援も家族ぐるみ。　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　．　　　　　　　　　　　灘籔　　＿

纏綴選墜　．』藩』－．端’．　』難
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ

　　　賑．一．』、一　▲麟驚美露鵬衷縮習　▲馨義享質1李難難も墜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　．　　　　　　　　お父さんと宣誓する＿とも、　　　　　　　　　　　　撫・　　　　地元の人達とのふれあいができるす　　　　　　、　　　　目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もっないだろうな」とは陽君
　　　　　　灘．聾．驚　　ばらしい機会だと思います」　　　の弁．・

響

▲お母さんたちが朝早くから作ってくれ

　たとん汁。体も心も暖まります。

〈
雪
と
き
も
の
と
…
。
お
正
月
風
景
の
一
コ
マ
。

華
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
憲
心
憲
署
憲
肇

　
　
　
　
　
く
観

帆
、
（

1饗・「襲i献

嚇轡．
膨

調幽

轟

難
翫

▲県外からの参加者には、遠釆賞

　として雪まつりのパネルが、阿

　部一雄大会委員長の「また来て

　ください」という言葉とともに

　贈られました。

国
際
交
流
文
化
ス
ポ
ー
ツ
基
金
儒

　
　
　
　
　
　
資
金
援
助
を
…
ー
…

　
命
年
が
市
制
施
行
三
十
周
年
に
あ
た
る
た
め
．
昭
湘

五
十
九
年
度
一
年
間
を
通
じ
て
三
十
周
年
記
念
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
．
昭

和
五
十
八
年
四
月
ス
タ
ー
ト
し
た
．
十
日
町
市
国
際
交

流
文
化
ス
ポ
ー
ツ
基
金
”
の
募
金
活
動
が
あ
り
謹
す
。
「

当
基
金
は
、
市
民
に
よ
る
国
際
親
善
交
流
促
進
惹
青
少

年
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
育
成
を
図
る
た
め
健
設
立

し
瀧
も
の
で
す
。
特
に
当
帝
の
青
少
年
の
文
化
ス
ぷ
ー

ツ
活
動
で
は
、
合
唱
、
器
楽
等
が
全
国
大
会
韻
場
、
陸

上
、
ス
キ
ー
等
で
は
北
信
越
大
会
や
全
国
大
会
、
世
難

大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
各
種
目
と
も
め
ざ
ま
し
い
活

躍
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
派
遣
費
用
も
年
々
多
額
と

な
っ
て
お
り
、
父
兄
の
負
担
も
ま
た
大
変
で
す
。
そ
莚

で
市
を
代
表
し
て
北
信
越
大
会
、
全
国
大
会
等
に
出
場

す
る
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
選
手
に
対
し
て
基
金
か

ら
費
用
を
助
成
し
、
市
の
将
来
を
撞
う
青
少
年
の
文
化
．

ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
墓

金
の
積
み
立
て
は
甫
費
と
畏
間
の
資
金
を
あ
て
、
そ
の

運
用
収
益
で
助
成
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
駐
ま
す
。

◎
基
金
の
積
み
立
て
額
　
　
　
　
五
千
万
円

　
市
　
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
千
万
円

　
市
民
か
ら
援
助
を
お
願
い
す
る
目
標
額
　
四
千
万
円

　
皆
さ
ん
か
ら
募
金
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ

き
な
が
ら
、
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
圃
基

金
が
子
供
た
ち
の
だ
め
に
後
世
に
残
す
共
有
財
産
と
し

て
機
能
す
る
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
援
助
資
金
（
寄
付
金
）
の
額

　
い
く
ら
で
も
結
構
で
す
。

◎
援
助
の
手
続
毒
　
市
総
務
課
（
盈
五
七
…
三
綱
一
一

番
内
線
ニ
ハ
ニ
ー
二
五
）
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
係

が
で
む
き
ま
す
。
ま
た
は
市
内
金
融
機
関
及
ぴ
農
業
協

同
組
合
（
本
所
及
び
各
事
業
所
）
叢
役
所
（
総
務
課
及

び
各
出
張
所
〉
に
専
罵
の
納
付
書
が
備
え
て
あ
り
ま
す

の
で
、
手
続
き
を
と
っ
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
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●体育課智57－3111番（内326）

●市民体育館智57－5208番

リフト券発売所

スキーシーズン到来
　全国統一標示マーク
コース勾配（最大・平均）　チェアリフト2人乗り　　放送センター　　　　　宿泊施設（洋間あり） ゴンドラリフト

肉駒
㎝

、・．

　
国

』
「

、
〆

ス
キ
ー
関
係
行
事
予
定
表

1

月

2

月

3

月

郡 市

・％郡市中学アルペン（津南）

・煽バッジテスト（スキークラブ）

　（市民スキー場）

・％市民スキー選手権大会
・　（十日町市民スキー場十二社）

・％雪まつりスキー大会（スキークラブ）

　（市民スキー場）
・％郡市中学新人（十日町・堀之内・小出）、

・％バッジテスト（スキークラブ）

　（市民スキー場）
・％市内小学校スキー大会（十小ほか）

・％～％市民スキー実技講習会

　　　（市民スキー場）

・％バッジテスト（スキー協会）

・％バッジテスト（スキークラブ）

・％ジュニアカップタロスカントリー大会

　（スキー協会）（吉田中周辺）

中 越

・％～lo中越アルペン（石打丸山）

・％～13中越高校

　　（十日町（十二社）ほか）

・殆～14中越中学（堀之内・津南）

・％中越学童クロスカントリー

　（五日町）

・りイ中越ジュニアアルペン（石打丸山）

県

・％県ジュニアクロスカントリー

　（十日町（十二社）ほか）

・焔～20県中学（小千谷・小出・六日町）

・矯～21県高校（池の平・上越）

・堀～”全日本・国体県予選会

　　　（小千谷・小出・湯沢）

・％～4県ジュニア選手権（池の平）

擾

全 国

・矯～四全日本ノルディック

　　（秋田）

・％～5全国中学（大鰐）

・％～1g全国高校（鳴子）

・％～26国体（蔵王）

・％～18全日本アルペン（雫石）

・％～21ジュニアオリンピック

　　（片品）

連絡先◎スキー協会事務局：蕪木義男さん（神明町）智57－0097番◎スキークラブ事務局　本間侃さん（本間科学）智57－2493番

　日本サッカー1部リーグの「フジタ工業」の選手が

サッカーの基本を指導してくれます。

■日時1月28日（土）午後3時～5時

　　　　　　　　　　　…小・中学生対象

　　　　1月29日（日）午前10時～午後2時半

　　　　　　　　　　　…高校生対象

■会　場　市民体育館

■申込先　市民体育館または若山裕さん（サッカー協

　　　　会事務局、本町7盈52－3163番）

■申込締切り　1月20日働

■参加料　無料（保険加入あり）

■主催・主管　十日町市サッカー協会

■後　援　十日町市教育委員会

下町
バスケットクラブ

・連絡先　庭野一史
（田中町本通り智52－3861番）

、
巽
、

　　下町バスケットクラブは、平均

　年齢が27歳、市内でも1～2番の

　ロートルチームです。入る者は拒

　まず、そしてゲームを中心とした

　練習で勝敗は二の次。まず「汗をか

　こう！グ」というのがモットーです。

　　練習は年間を通じて週一回、十

　日町中学校体育館で和気あいあい

　とやっています。現在メンバー12

　名。バスケットの好きな人、どう

　ですか。

　●名称が決まりました

　％号で紹介した「西スポーツク

　ラブ（仮称）」のクラブの名称が「ひ

1まわりクラブ」と決まりました。

工事進む・克雪型夢の総合体育館、諜票難複臨藷馨鐙露纏驚讐し野，簾

　　　　　　　　　　　　　　　　●場所　市内灘本町の博物館隣り。○規模　鉄筋コンクリート造、地上3階建、延面積6，487

　　　　　　　　　　　　　　　　　酵（46搬×60。6rの一粛幾体育館の3倍の広さです。

。豪雪地には珍らしい耐雪構造の平らな屋根で除雪しやすく落雪がない。

。藩一ルシーズンで土に親しめる屋内運動場がある。

・本格的な大会も誘致できる広い競技場（約1，400酵〉と観客席（560席〉がある。

。1周164mの量内ランニング潅路があり、冬でも走れる。

・親子でも親しめるト》一ニングルームがある。。武道館と廊下で結ばれる。

。正面玄関の広い階段は、電熱による隔雪設備を一部に施してある。

※総合体育館建設工事に伴い、武道館への出入りには十分注意をお願いします。

「「「「丁㎜
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遮
欝

織協青年部1，000人にアンケート調査

　
織
物
組
合
青
年
部
会
（
保
坂
隆
一

部
会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
首
都

圏
の
女
子
大
生
千
人
（
慶
応
、
学
習

院
、
青
山
、
成
踵
、
国
学
院
、
跡
見

学
院
、
実
践
女
子
、
女
子
美
術
、
女

子
栄
養
短
大
の
十
大
学
、
各
百
人
）

を
対
象
に
「
紬
女
子
大
生
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
先
の
和
装
サ
ミ
ッ

ト
で
指
摘
さ
れ
た
、
や
や
も
す
る
と

「
消
費
者
不
在
」
の
業
界
側
の
対
応

を
反
省
し
、
よ
り
消
費
者
の
意
向
を

汲
み
取
っ
た
商
品
づ
く
り
の
た
め
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、
若
者
離
れ
が
起
こ
る
業

界
は
い
ず
れ
も
“
た
そ
が
れ
産
業
”

に
凋
落
し
て
い
る
事
実
に
か
ん
が
み
、

紬
の
浮
上
策
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

今一番関心のあることは何ノ

　　＿　＿　、、、＿L　　　　（1位…5点…5位…1点）

結婚式に招かれたら和洋服どちらで

きもの335人 洋　服　652人

　　　　　↓それはなぜ？↓

●日本人にきものは最高に似　1●動きやすい

●楽だから

●経済的で気楽

●きものは自分で着られない

●洋服のほうが似合う

●二次会に楽だから

●一杯食べられるから

●自分の演出ができる

●当人より目立ったらわるい

●着くずれを直せないから

●なんとなく若々しいと思う

合う

●あらたまった感じになる

●華やかでムードがある

●体型がきものに向いている

●目立ちたいから

●親のすすめで

●やはりきれいだから

●しとやかに見える

●他に着る機会がない

●最も正式な衣服だから

きものをお持ちですか（ゆかたを含まない）

35
人

日本女性として紬（きもの）に

自由なご意見を………

持っている
　643人

持っていない
　　238人

欲しい

93人
薔
答

フォーマルドレスをお持ちですか

持っている
　292人

持っていない
　　414人

欲しい

294人

●もっと気軽に着られる機会があればいい

●日本の伝統なので、大切にしたい

●もっと着付がやさしければよいのだが

●かんたんに着れるきものを作って欲しい

●国際化するにつれて日本の個性が大切、きも

　のを着る女性こそ魅力的になる

●きものは高すぎる。ますます関心が薄くなる

●きものは儀式用になる

●ドレス感覚のきものなど作らないで欲しい

　へんに現代的にアレンジしている

●紬はインテリアや小物に使われると思う

●また、きものの時代がくると思う

紬はセット（紬・帯・長儒絆の3点）

でいくらぐらいと思いますか

20万円145
　　　119

30万円248
　　　　76

50万円267
　　　　34

70万円156
　　　　14

いくら位と思うか　　□
いくら位なら買ってもよい　■■■

順位　項　　目　　総合得点

1ファッション　　　1755

2海外旅行　　　　　1533

3音楽・レコード鑑賞1083

4ボーイフレンド　　1026

5就　　職　　　　　1023

6スポーツ　　　　　911

7国内旅行　　　　　　894

8自動車　　　　　869
9映画・演劇鑑賞　　　802

10食べ物　　　　　584
11美　　容　　　　　529

12言売　　　書　　　　　　　　　515

13結　　婚　　　　　428

14おけいここと　　　　224

15きもの　　　215
16占　　い　　　　　114

17毛　　皮　　　　　　87

18宝　　石　　　　　　75

19ビデオ　　　　　　55

’

　　人数
3万円17

5万円88

7万円　7
　　　25

10万円14
　　　187

15万円42
　　　71

　
十
日
町
産
地
で
は
、
誕
生
色
紬
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
派
手
も
の
を
中
心

に
、
大
島
、
結
城
と
は
異
っ
た
”
第
三

の
紬
”
と
し
て
商
品
開
発
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
青
年
部
会
で
は
、
こ
の

調
査
結
果
を
も
と
に
、
メ
ー
カ
ー
は

も
と
よ
り
、
前
売
や
流
通
段
階
で
の

明
日
の
販
売
戦
略
に
生
か
す
た
め
に
、

O
、
マ
イ
ナ
ス
要
素
を
消
去
法
と
し

て
何
か
ら
着
手
す
る
か
、
口
価
格
、
口

好
み
の
色
、
柄
の
傾
向
に
ど
う
対
処

し
て
ゆ
く
か
、
四
若
い
女
性
の
き
も

の
と
生
活
の
こ
れ
か
ら
の
関
わ
り
方

に
新
し
い
動
き
が
な
い
か
、
な
ど
を

検
討
し
、
ヤ
ン
グ
層
に
対
す
る
新
し

い
ア
プ
ロ
ー
チ
戦
略
の
ヒ
ン
ト
に
す

る
と
と
も
に
、
き
も
の
を
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
た
商

品
展
開
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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・
㌶
奨
糞
・
学
『

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

九
年
度
の
十
日
町
市
奨
学
生
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
．

●
応
募
資
格
　
昭
和
五
十
九
年
度
に

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期

大
学
、
大
学
に
進
学
予
定
か
在
学
中

の
人
で
、
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人

　
H
十
日
町
市
に
三
年
以
上
居
住
す

る
世
帯
の
子
弟
、
口
学
業
成
績
が
優

秀
と
認
め
ら
れ
る
人
、
国
経
済
的
な

理
由
で
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
人
、

四
心
身
共
に
健
全
な
人

●
奨
学
金
の
額
（
月
額
）
　
高
校
、

高
専
．
．
．
五
千
円
、
短
大
、
大
学
…
一

万
一
千
円

●
貸
与
期
間
　
昭
和
五
十
九
年
四
月

　
額
　
．
働
き
獄
懸
懸

か
ら
、
そ
の
人
の
在
学
す
る
学
校
の

最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で
。

●
採
用
予
定
者
数
　
高
校
、
高
専
…

十
二
名
、
大
学
、
短
大
；
八
名
。

●
出
願
書
類
　
o
奨
学
金
貸
与
願
書

○
在
学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証

明
書
添
付
）
　
o
戸
籍
謄
本
及
び
住

民
票
謄
本
　
○
医
師
の
身
体
検
査
書

○
前
年
度
所
得
証
明
書

●
申
込
み
先
　
二
月
二
十
日
（
月
）

ま
で
に
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
盈
五
七
－
三
一
一
一
番
内
二
七
二
）

へ
。●

そ
の
他
　
三
月
上
旬
に
奨
学
生
を

決
定
し
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

定
時
制

磐
繭
灘
掌
醸
鞍
講
難
皿

　
　
十
日
町
高
校

募
集
定
員
　
四
十
人

願
書
受
付
期
問
　
二
月
一
日
～
八
日

学
力
検
査
　
三
月
十
六
日
（
金
）

　
検
査
教
科
は
、
国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
英
語
の
五
教
科
。

出
願
手
続
　
入
学
願
書
、
受
験
票
、

　
　
　
通
信
制

願
書
受
付
期
間
　
二
月
二
十
一
日
～

四
月
十
日

選
抜
方
法
　
書
類
選
考

入
学
案
内
・
入
学
願
書
　
返
信
用
封

調
査
書
、
入
学
考
査
料
（
三
百
五
十

円
の
県
収
入
証
紙
）
を
在
学
（
出
身
）

中
学
校
長
を
経
て
十
高
へ
。

　
詳
細
は
十
日
町
高
校
（
智
五
二
－

三
五
七
五
番
）
へ
。

新
潟
高
校

　
筒
（
あ
て
名
明
記
）
に
七
十
円
切
手
を

　
は
り
、
〒
九
五
一
、
新
潟
市
関
屋
下
川

　
原
町
二
ー
六
三
五
、
新
潟
高
校
通
信

　
制
（
智
新
潟
六
六
－
五
二
六
八
）
へ

十日町職業訓練協会
　（十日町建築組合）

繍””藩””酬1”ll締礁　””蕎””1熊

新潟県知事認可

薩分 訓練科名、 竃員 訓練期關 翻練時闘 録象幾び翻練の内容 経　　費

養
　
成
　
讃
　
練

建　築　科

　人

20
3　力　年

（4月～11月）

夜　間　訓　練

　19：00～21：00

週4回（土、日休）

建築に関する基本から専門技術まで習得。3力年

修了時に技能士補の資格。修了後7年の実務経験

で指導員免許を申請で取得でき技能検定の学科が

免除されます。

授業料（PTA会費含）

　約22，000円

教科書代

　　約2，000円

建築製図科 30
6　カ　月

（4月～9月）

夜　間　訓　練

　19：00～21：00

週4回（土、日休）

「二級建築士」受験希望者を対象に製図の基本か

ら一般住宅の設計製図の専門的技能を習得。

（毎年、抜群の合格率を誇っています）

授業料

　　約28，000円

教科書代

　　約5，000円

昼間

10
6　カ　月

（4月～9月）

昼　間　訓　練
　13：30～16：00
週3日（土、日休）

タイプによる書類が要求される時代です。初歩か

ら、実習に重点をおいてわかりやすく教えます。

毎年、資格試験に多数の合格者があります。

（年齢、学歴等の制限はありません）

授業料（PTA会費含）

　約30，000円
和文タイプ科

夜間

10
6　カ　月

（4月～9月）

夜　間　訓　練
　18：00～20：30
週3日（土、日休）

教科書、教材費

　　約5，000円

向
　
圭
　
訓
　
練

経理事務科 30
6　カ　月
（4月～10月）

昼　間　訓　練

　13：30～16：00

週2日（土、　日イ木）

「経営の合理化は、帳簿の整備から〃」一般簿記

を中心とした経理事務の講座（年齢、学歴、性別に

関係なくだれでも受けられます）検定合格者多数。

授業料（PTA会費含）

　約22，000円

教科書代

　　約2，000円

造　　園　科 30
3　カ　月

（5月～7月）

昼　間　訓　練

　13：30～16：00

週2日（土、日休）

造園一般技術等必要なポイントを、現況に即した

内容でわかりやすく、親切に楽しく教えます。

授業料（PTA会費含）

　約15，000円

年齢、学歴、性別に関係なくだれでも受けら

れますので、あなたも挑戦してみませんか。
教科書代

　　約2，000円

転
職
訓
練

建　　設　科

予　　　　定
30 3　ヵ　月

（1月～3月）

昼　間　訓　練
　8：30～15：30
週5日（土曜半日）

織物業等を離職した人、あるいは転職を希望する雇
用保険受給者は期間中、継続受給できます。また、・

農業転職者、安定した職業についていない方は、

訓練手当を受給しながら、「型わく」の組立等の
技術及び「配管」に関する技術を習得できます。
（申込みは、十日町公共職業安定所へ）

授業料、及び教

科書代等は不要
です。

　（県費負担）
配　管　科
予　　　　定

20 3　カ　月
（6月～9月）

昼　間　訓　練
　8：30～15：30
週5回（土曜半日）

◎申込み受付……昭和58年12月～59年3月15日まで

◎申込み先……十日町市高等職業訓練校（本町6丁目奮52－3803番）

　　　　　　　　申込み用紙は訓練校にあります。写真（ライカ版）1枚必要です。

※国、県、市町村の補助金で運営されますので安い費用で訓練が受けられます。

　なお、4月から、新座に新築中の新校舎に移転します。詳細は同訓練校へお問い合せください。

T
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獲
転
欝
繍
擦
痴
積

　
驕

　
3

　
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

水
田
再
編
対
策
も
五
十
九
年
度
か
ら

第
三
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
第
三
期
対
策
で
は
、
転
作
奨
励
補

助
金
の
一
率
八
千
円
の
削
減
、
他
用

途
利
用
米
な
ど
新
た
な
考
え
方
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
十
二
月
末
、
新

潟
県
知
事
か
ら
五
十
九
年
度
の
転
作

目
標
面
積
と
五
十
九
年
産
米
事
前
売

渡
申
込
限
度
数
量
の
配
分
に
つ
い
て

内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
十
日
町
市
の
配

分
数
量
は
、
転
作
目
標
面
積
、
二
百

四
十
八
・
八
診
（
内
、
他
用
途
利
用

米
生
産
面
積
二
十
三
・
四
診
）
で
あ

り
、
売
渡
申
込
限
度
数
量
で
は
、
十

万
五
千
三
百
四
十
九
俵
で
す
。
そ
の

コ
百
四
鴨
八
・
八
ペ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ほ
か
　
他
用
途
利
用
米
生
産
数
量
は

千
七
百
五
十
六
俵
で
す
。

　
厳
し
い
農
業
情
勢
下
で
す
が
、
米

の
生
産
と
消
費
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
、
食

管
堅
持
の
た
め
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
o
a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付

　
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
複

金
　
　
　
　
　
　
　
唖

助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踵

補
　
　
　
　
　
　
　
　
掻

励
　
　
　
　
　
　
　
　
第

奨
　
　
　
　
　
　
　
祐

の
　
　
　
　
　
　
　
　
動

策
　
　
　
　
　
　
　
翻

対
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝

三
　
　
　
　
　
　
　
綻

第
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

第　　三　　期

基本額
（平均）

転作定着化推進加算

第1働ロ算 第2種加算

転
作
奨
励
補
助
金

永年性作物 50，000 20，000 10，000

特　定　作　物 42，000 20，000 10，000

一般作物等 27，000 15，000 10，000

野　菜 22，000 15，000 10，000

管理転作奨
励補助金

転　作 27，000 15，000 10，000

保全管理 22，000 一 ㎝
土地改良通年施行補助金 22，000 一 一

村
山
謙
吉
元
市
長
逝
去

　
村
山
謙
吉
元
十
日
町
市
長
は
、
十

二
月
二
十
五
日
、
心
不
全
の
た
め
、

山
本
の
自
宅
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
川
治
村
議
会
議
員
、
川
治

村
助
役
、
川
治
村
長
を
歴
任
し
、
十

日
町
市
合
併
時
に
は
助
役
を
務
め
、

昭
和
三
十
四
年
か
ら
三
期
十
二
年
、

市
長
の
要
職
に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
　
「
道
路
市
長
」
　
「
教
育

市
長
」
の
異
名
を
と
り
、
国
道
二
五

三
号
線
八
箇
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
、
栄

橋
の
架
橋
、
十
日
町
小
の
移
転
改
築
、

飯
山
線
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
な
ど
、

草
創
期
の
十
日
町
市
の
基
礎
を
築
く

大
き
な
業
績
を
残
し
て
い
ま
し
た
。

　
葬
儀
は
、
諸
里
市
長
を
葬
儀
委
員

長
に
山
田
屋
社
葬
と
し
て
盛
大
に
行

わ
れ
、
享
年
は
八
十
四
歳
で
し
た
。

59年度の転作目標面積

区　　分
58年度目標

面積

第3期基本
目標面積

59年度目標

面積

内　　　　訳
58年度との

比較
実転作目標
面積

他用途利用
米生産面積

十日町市 　　ha
248．6

　　ha
250．4

　　ha
248．8

　　ha
225．4

　　ha
23．4

O．2haの増

59年産米事前売渡申込限度数量

区分
58年産米

　計
内　　　訳 59年産米

　計

内　　　訳 58年と59
年の比較

内　　　訳

うるち米 もち米 うるち米 もち米 うるち米 もち米

十日

町市
　　　俵
103，640

　　俵
95，152

　　俵
8，488

　　　俵
105，349

　　俵
97，027

　　俵
8，322

1，709俵

　の増

1，875俵

　の増
166俵
　の減

鞘
撒
鐵
灘
額
談

　
　
鐙
鎌
魏
議
楼

※他用途利用米生産予定数量は　　1，756俵

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
、
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

◎
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ
な
い
日

が
続
く
。

◎
他
人
の
事
や
些
細
も
な
い
事
が
気

に
な
る
。

◎
乱
暴
を
す
る
。

◎
職
場
や
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い

日
時
　
一
月
十
九
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
一
時
半
～
三
時

会
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

担
当
　
中
条
病
院
佐
賀
医
長

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。寄

付
あ
り
が
と
う

　
▼
南
雲
房
太
郎
（
宮
下
西
）
三
万

円
…
香
典
返
し
　
▼
渡
辺
芳
男
（
稲

荷
町
三
本
）
十
万
円
…
香
典
返
し
、

▼
長
楽
会
有
志
（
川
原
町
）
五
千
円

…
廃
品
回
収
　
▼
高
山
婦
人
会
、
千

円
　
▼
北
新
田
老
人
ク
ラ
ブ
、
三
千

円
、
▼
羽
根
川
荘
利
用
者
睦
会
、
一

万
三
千
八
百
六
円
、
▼
羽
根
川
荘
利

用
者
、
千
七
百
四
十
円
、
▼
老
人
ク

ラ
ブ
稔
り
会
、
千
九
百
円
　
▼
根
津

ミ
ネ
（
本
町
一
）
二
千
円
、
▼
内
藤

直
義
（
椌
木
）
千
円
、
▼
彩
の
会
、

一
万
五
千
円
　
▼
鯉
こ
く
の
会
、
四

千
五
百
円
、
▼
林
甲
一
（
山
本
）
、

　
　
　
　
　
　
殉
．
〃
　
　
　
r

　
潅
6
人
一
は
（
Φ
　
・
　
，
4

　
兄
で
す
　
　
ノ
．
顯

　
　
　
　
　
　
／

　
斗
㎜
　
　
、
6

　
　
　
　
　
ロ

　
。
　
　
2
σ
　
、

ク
同
棚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
～
ド
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
、
呂
．
z

　
　
嫉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奄

　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
滋
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
グ
〃
　
卿
拶
』
p
‘
、
．
〆

　
物
　
診

　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
　
　
　
採

　
　
　
　
　
　
堀

　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
と
ゆ
分
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
3
ヲ
『
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
／
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
・
て
る
む

五
万
九
円
、
▼
朝
日
老
人
ク
ラ
ブ
（
土

市
）
千
七
百
円
　
▼
遠
田
ミ
ツ
（
川

治
中
町
）
三
千
円
。

　
身
障
者
福
祉
へ

　
▼
郡
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ル
実
行

委
員
会
、
五
十
万
円
　
▼
匿
名
、
十

万
円
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い

　
▼
庭
野
日
敬
（
東
京
都
）
五
十
万

円
　
▼
村
山
ハ
ル
（
大
黒
沢
）
二
千

円
　
▼
匿
名
（
高
田
町
）
五
千
円
、

▼
坂
西
繁
郎
（
東
京
都
）
九
百
円
、

▼
十
日
町
生
コ
ン
従
業
員
一
同
、
二

万
円
　
▼
十
日
町
砂
利
従
業
員
一
同

二
万
四
千
八
百
二
十
五
円
　
▼
宮
沢

藤
作
（
田
中
町
本
通
り
）
一
万
円
、

▼
庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新
田
）
一
万
円

▼
四
ツ
宮
荘
利
用
者
一
同
、
三
千
八

百
二
十
七
円
　
▼
田
口
智
良
、
五
千

円
、
▼
県
立
十
日
町
病
院
職
員
一
同

二
万
六
千
九
百
九
十
五
円
、
▼
一
力

お
客
様
一
同
（
稲
荷
町
）
、
七
千
三

百
三
十
六
円
　
▼
新
川
屋
（
高
田
町
）

も
ち
十
六
ケ
ー
ス
▼
桑
原
正
治
（
新

座
）
中
条
、
十
日
町
、
津
南
病
院
へ

生
花
ほ
か
日
用
品
　
▼
六
和
会
（
本

町
六
－
二
）
、
ぞ
う
き
ん
、
タ
オ
ル

…
な
か
ま
の
家
へ
。

　　　　　　　程　　　　　　翻　　　　購　　轟藤

2月12日（日）日時

午前10時～午後3時

会場　十日町市役所

一明日といわず今献血を

　
　
　
　
　
ヌ

　
　
　
　
　
晒

　
　
　
黛

　
　
　
㎎
耐

　
　
　
鴨

　
　
　
言
同

l
　
　
r
寸

房
ス
』

遅
ま
ず
い
な
－

入
社
し
た

ぱ
尋
2
は
φ
に

亀
ラ
握
刻
ガ
よ

、ぞ　
’
Z

　
1
　
　
　
氏

碑講

つ
一
フ
！

　
　
　
　
も

　
　
　
璽
罵

　
　
　
　
ニ

、
必
　
　
　
／
ε

ノ
　
　
　
　
じ
ヒ
み
さ

〃
・
、
ー
，
，
酬

／
泓

！
／
　
ー
イ
，¢

誉￥

』二＝＿

弟
さ
　
ん

の
分
は

タ！
‘
卿
　
・
グ
　
．
　
〆
グ

蹴
雛
吻
’
、
「
娯

　
　
こ
ニ
ノ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
写

繋
祭
薪

み
烏
ち
坐
人
　
　
　
｝

写裏

毎
　
纏
騨
畢

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
一
月
十
三
日
㈹
、
午
前
九
時
～

正
午
、
新
座
第
三
、
四
日
町
新
田
第

一
、
四
日
町
新
田
第
二
の
各
一
部
、

新
座
第
四
の
全
部
、
▼
一
月
十
七
日

㈹
、
午
前
十
一
時
～
午
後
三
時
三
十

分
、
中
条
島
、
北
原
の
各
一
部
、
中

条
新
田
の
全
部
、
▼
一
月
十
八
日
㈱

正
午
～
午
後
三
時
、
下
条
栄
町
、
中

央
通
り
の
各
一
部
、
桑
原
の
全
部
、

▼
二
月
七
日
㈹
、
午
前
十
時
～
正
午

名
ケ
山
の
全
部
。

　
　
　
　
　
　
　
』
匙

渉
ヒ
ガ
2
端

　
o
本
年
は
、
昭
和
二
十
九
年
三
月

三
十
一
日
に
十
日
町
市
が
誕
生
し
て

以
来
、
三
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

で
す
。

　
三
十
周
年
の
記
念
事
業
は
、
五
十

九
年
度
一
年
間
通
し
て
「
明
日
に
伸

び
ゆ
く
十
日
町
～
ふ
る
さ
と
は
今
三

十
年
～
」
を
テ
ー
マ
実
施
さ
れ
ま
す

が
、
全
市
民
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
、
市
と
地
域
と
家
庭
を
考
え
る

節
目
の
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

■市勢／世帯数12，358／推計人ロ…48，480人（男23，727人・女24，753人）※基本台帳人口48，996人（1月1日現在）


